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1

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
便
の
運
航
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
全
日
本
空
輸
㈱

公
式
サ
イ
ト(

「
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｓ

Ｋ
Ｙ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
」で
検
索
、
ニ

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
参
照
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
、
米
子
空
港
利
用

促
進
懇
話
会（
鳥
取
県
観
光

戦
略
課
内
・
☎

０
８
５
７
―
26
―

７
０
９
９
）へ
。

境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち
〜第30回 かにぎょちゃん〜〜第30回 かにぎょちゃん〜

2 0 2 4 .  2 月〈  N o . 6 4 4  〉

　「かにぎょちゃん」は、境港おさかなロードを盛り
上げるためのＰＲキャラクターとして、2013(平成25)
年に境小学校の児童で作る「元気みなとキッズサ
ポーター」によっ
て創作されました。
　境港でたくさん
水揚げされる本マ
グロとベニズワイ
ガニを合体させた
キャラクターで、
境港名産の白ネギ
を持っています。
ちなみに石の台座は、境港市の形になっています。
設置時期　2016年１月
設置場所　旧かとう薬局前(中町)
寄 贈 者　境小学校 2015(平成27)年度卒業生一同
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

　

米
子
香
港
国
際
定
期
便
が
昨
年
12
月
18
日
か
ら
こ
と
し
の

２
月
26
日
ま
で
週
４
便
で
運
航
し
て
い
ま
す
。２
０
２
０（
令

和
２
）年
２
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
欠
航

と
な
っ
て
以
来
、３
年
10
カ
月
ぶ
り
の
就
航
と
な
り
ま
し
た
。

鬼
太
郎
空
港 

週
４
往
復
で
４
年
ぶ
り

鬼
太
郎
空
港 

週
４
往
復
で
４
年
ぶ
り

米
子
香
港
国
際
定
期
便 

運
航
中

米
子
香
港
国
際
定
期
便 

運
航
中

米
子
香
港
国
際
定
期
便 

運
航
中

米
子
香
港
国
際
定
期
便 

運
航
中

　
米
子
香
港
定
期
便
は
週
４

便（
月
・
水
・
金
・
日
曜
日
）で

運
航
し
ま
す
。
運
航
会
社
は

香
港
航
空
有
限
公
司
で
、
使

用
機
材
は
Ａ
３
２
０
―
２
０

０（
１
７
４
人
乗
り
）で
す
。

　
初
便
の
到
着
後
に
は
米

子
鬼
太
郎
空
港（
佐
斐
神
町
）

で
、
就
航
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

を
実
施
。
平
井
伸
治
・
鳥
取

県
知
事
、
香
港
航
空
の
張

チ
ャ
ン

有ヨ
ウ

強チ
ャ
ン

董
事
長
、
中
華
人
民

共
和
国
駐
大
阪
領
事
館
の
薛

シ
ュ
エ

剣ジ
ャ
ン

大
使
級
総
領
事
、
香
港
特

別
行
政
区
政
府
駐
東
京
経
済

貿
易
代
表
部
の
欧ウ

ィ
ン

慧サ
ム

心ア
ウ

首
席

代
表
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
定
期
便
の
昨
年
12
月
の

利
用
実
績
は
、
提
供
座
席
数

２
７
８
４
席
に
対
し
て
、
搭

乗
者
数
が
１
８
８
７
席
で
、

搭
乗
率
は
67
・
８
㌫
。
こ
の

う
ち
、
外
国
人
搭
乗
者
は

１
８
４
４
人
で
し
た
。

　
12
月
の
搭
乗
者
数
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
と
年
末
年
始
の
休

暇
を
活
用
し
た
香
港
か
ら
の

訪
日
観
光
客
に
よ
り
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
便
は
77
・
9
㌫
と
好

調
。
一
方
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
は
円
安
や
物
価
高
の
影
響

で
日
本
人
搭
乗
者
が
伸
び
悩

み
、
57
・
7
㌫
と
な
り
ま
し

た
。

　
鳥
取
県
国
際
観
光
・
万
博

課
は
香
港
か
ら
の
誘
客
対
策

と
し
て
、
香
港
人
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
に
よ
る
集
中
的
な

情
報
発
信
や
香
港
現
地
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
展

米子空港利用
促進懇話会

１・２・３
月 

プ
レ
ミ
ア
ム
な
旅
を

米
子
│
羽
田
便
に
国
際
線
使
用
機

　
こ
と
し
１
月
10
日
か
ら
３

月
30
日
ま
で
の
間
、
米
子
―

羽
田
間
に
国
際
線
使
用
機

（
Ｂ
７
６
７
―
３
０
０
Ｅ
Ｒ
）

が
就
航
し
て
い
ま
す
。

　
同
機
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
の
シ
ー
ト
を
搭
載
。
い
ま

な
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ラ
ス

の
座
席
購
入
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
の
シ
ー
ト
を
体
感
で

き
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

プ
レ
ミ
ア
ム
な
空
の
旅
を
楽

確定申告期限

所　 得　 税…3月15日㈮

贈　 与　 税…3月15日㈮

消費税・地方消費税…4月1日㈪

開
。
ま
た
、
香
港
旅
行
博
覧

会
へ
の
出
展
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
利
用
促

進
策
と
し
て
は
、
旅
行
会
社

の
商
品
造
成
へ
の
働
き
か
け

と
広
告
費
用
支
援
な
ど
を
実

施
。
ま
た
、
米
子
発
旅
行
商

品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
香
港
進
出
企
業
へ
の
個
別

訪
問
な
ど
、
さ
ら
な
る
ビ
ジ

ネ
ス
利
用
の
働
き
か
け
も
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
課
の
担
当
者
は「
引
き

続
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
通

年
で
運
航
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
航
空
会
社
や
旅
行
会
社

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
課(

☎
０

８
５
７
―
26
―
７
３
１
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

青
色
申
告
会
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
備
え
て
、
決

算
・
確
定
申
告
個
別
相
談
会

（
消
費
税
の
相
談
も
可
）を
行

い
ま
す
。
相
談
に
応
じ
る
の

は
、
専
門
指
導
員（
中
国
税

理
士
会
米
子
支
部
の
会
員
税

理
士
）で
す
。

　
決
算
・
確
定
申
告
個
別
相

談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の

通
り
。

日
時
　
２
月
29
日
㈭
、
３
月

１
日
㈮
・
４
日
㈪
・
５
日
㈫
　

時
間
は
い
ず
れ
も
▽
午
前
10

時
～
正
午
▽
午
後
１
時
～
４

時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

１
階 

展
示
室（
境
港
市
上
道

町
）

参
加
料
　
無
料

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

決
算
書
、
申
告
書
、
帳
簿
一

式
、
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要

な
書
類

　
同
相
談
会
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
境
港
商
工
会
議
所
相

談
課（
☎
44
―
１
１
１
１
）ま

で
。

境港商議所、境港青申会

決算・確定申告個別相談会

専門指導員が応じます

定期便就航をテープカットで祝う皆さん



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

＆LIFE 医療保険Ａセレクト

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

＜ 9/2 より新発売 ＞

（引受緩和型）
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ま
み
成
分
を
科
学
的
に
検
証

し
、
最
高
に
お
い
し
い
ア
ジ

フ
ラ
イ
を
つ
く
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
」

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　「
現
在
、
商
社
を
通
じ
て

米
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
な
ど

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
『
ア

―
な
ぜ
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
に

特
化
し
た
商
品
展
開
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　「
先
代
が
創
業
し
た
当

初
は
、
団
子
や
煮
付
け
な

ど
の
水
産
加
工
品
も
手
掛

け
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

１
６
年
に
私
が
２
代
目
と

し
て
代
表
取
締
役
に
就
任

し
た
時
、
最
も
消
費
者
に

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
が
境
港
で
積
極
的
に
海
外
展
開
を
行
う
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

ア
ジ
フ
ラ
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
お
馴
染
み
の
㈱
角
屋
食
品(

竹

内
団
地
、
角か

ど

谷た
に

直
樹
社
長)

で
す
。

支
持
さ
れ
て
い
た
商
品
が
ア

ジ
フ
ラ
イ
で
し
た
。
さ
ら
に

生
産
効
率
・
在
庫
管
理
の
観

点
や
、
他
社
と
の
差
別
化
な

ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観

点
か
ら
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
に
特

化
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
当
社
で
は
、

境
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
ア
ジ
を
境
港
の
自
社
工
場

で
一
貫
製
造
し
て
い
ま
す
。

手
作
業
で
丁
寧
に
作
業
す
る

こ
と
で
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

品
質
を
持
つ
商
品
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
境
港

産
の
ア
ジ
の
活
用
が
郷
土
へ

の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

―
特
徴
の
あ
る
商
品
開
発
も

行
っ
て
い
ま
す
ね
。

　「
究
極
の
ク
ラ
フ
ト
ア
ジ

フ
ラ
イ
『
鯵あ

じ

王
』
や
、
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
す
み
っ
コ

ぐ
ら
し
™
』
と
の
コ
ラ
ボ
商

品
な
ど
も
開
発
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
研

究
開
発
部
で
は
、
ア
ジ
の
う

ジ
フ
ラ
イ
』
を
『
Ｔ
ｅ
ｍ

ｐ
ｕ
ｒ
ａ
』
や
『
Ｓ
ｕ
ｓ

ｈ
ｉ
』
の
よ
う
な
世
界
共

通
語
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

海
外
の
皆
さ
ん
に
も
美
味

し
い
ア
ジ
フ
ラ
イ
を
食
べ

て
も
ら
い
、
ア
ジ
フ
ラ
イ

を
日
本
食
と
し
て
認
知
し

て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
ま
ず
は
日
本
国
内
の

認
知
度
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

―
取
材
を
終
え
て

　
角
谷
社
長
の
経
営
戦
略

を
超
え
た
部
分
で
の
ア
ジ

フ
ラ
イ
に
対
す
る
一
生
懸

命
さ
、
地
域
貢
献
へ
の
思

い
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後

ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待

し
ま
す
。

ー 千代むすび酒造 ー

生き生きと働ける職場
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑤

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市
内
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は
、
千
代
む
す
び
酒
造
㈱

(

大
正
町
、
岡
空
晴
夫
社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
44
人
の
社
員
の
う

ち
、
20
人
が
女
性
で
す
。
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
お
り
、
現

在
、
育
休
・

産
休
を
取
得

中
の
従
業
員

は
４
人
い
ま

す
。
過
去
の

実
績
は
女
性

２
人
、
男
性

１
人
で
す
。

　
ま
た
、
こ

と
し
か
ら
５

日
間
連
続
で

休
む
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
ウ
ィ

ー
ク
制
度
を

導
入
。
希
望

し
た
時
期
に
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
家
族
で
一
緒

に
休
暇
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
同
社
の
特
色
は
、
若
い
子

育
て
中
の
女
性
が
多
い
こ
と
。

同
社
の
岡
空
陽
子
取
締
役
が

お
子
さ
ん
の
通
う
幼
稚
園
の

友
人
に
声
を
か
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
の
一
つ
で
し
た
。

　
幼
稚
園
の
送
り
迎
え
を
優

先
し
て
も
働
け
る
場
は
あ
ま

り
な
い
た
め
、
同
社
へ
の
入

社
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
最
初
は
短

時
間
で
の
勤
務
だ
っ
た
人
が
、

だ
ん
だ
ん
働
き
が
い
を
感
じ

て
終
了
時
間
が
延
び
た
場
合

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
同
社
は
三
つ
の
小
売
店
を

併
設
す
る
酒
造
会
社
で
、
多

様
な
職
種
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
女
性
な
ら
で
は
の

細
や
か
な
特
性
を
活
か
せ
る

仕
事
が
多
い
の
で
す
。

　
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用

も
進
め
て
い
ま
す
。
小
売
店

の
店
長
は
皆
、
女
性
で
す
。

ま
た
、
女
性
８
人
が
働
く
商

品
管
理
課
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

永
井
洋
子
主
任
と
多
賀
綾
子

主
任
の
２
人
で
す
。
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
存
在
は
、
新
鮮
な

視
点
の
導
入
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
岡
空
取
締
役
は
「
当
社
は
、

子
育
て
世
代
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
生
き
生
き
と
働
く
人

が
増
え
る
こ
と
で
会
社
に
も

実
例
編 

パ
ー
ト
⑨

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

ア
ジ
フ
ラ
イ
を
世
界
に

角
屋

食
品

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時
に
、

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

出
店
し
た
い
と
考
え
て
い
る

事
業
者
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時
の

出
店
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
外

国
客
も
視
野
に
入
れ
た
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

手
に
し
ま
せ
ん
か
。

　「
ク
ル
ー
ズ
っ
て
ど
ん
な

船
？
　
ど
ん
な
ふ
う
に
出
店

す
る
の
？
　
飲
食
店
も
出
せ

る
の
？
」
な
ど
、
少
し
で
も

気
に
な
る
皆
さ
ん
は
、
ま
ず

は
講
習
会
に
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
も
あ
り
、
お
子
様
連
れ

で
も
参
加
が
可
能
で
す(

参

加
費
無
料)

。

　
同
講
習
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
２
月
22
日
㈭
　
午
前

10
時
30
分
～
正
午

場
所
　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル 

１
階 

待
合
ホ
ー
ル

(

境
港
市
竹
内
団
地)

　
遠
方
の
人
や
当
日
の
来
場

が
難
し
い
人
に
向
け
て
、
講

習
会
の
状
況
を
当
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
生
配
信(

視
聴
の

み)

も
行
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
や
詳
細
は
、
境

夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
を
参
照)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

同
タ
ー
ミ
ナ
ル

(

☎
46
―
０
６

８
８)

ま
で
。

ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時
の

出
店
ノ
ウ
ハ
ウ
講
習
会

２月22日
に 開 催

商品を紹介する角谷直樹社長

昨
年
寄
港
し
た
ベ
リ
ッ
シ
マ

活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分

自
身
が
輝
く
た
め
に
当
社
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
３
１
９
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

打ち合わせ中の岡空陽子取締役（左）と多賀綾子
主任（中央）、永井洋子主任

　
境
港
商
工
会
議
所
の
議
員

の
う
ち
、
こ
の
た
び
Ｎ
Ｘ
境

港
物
流
㈱
の
職
務
執
行
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

は
、
２
０
２
５
年
10
月
31
日

ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

。

平
岡
克
成(

ひ
ら
お
か
・
か

つ
な
り)

▽
事
業
所
名
＝
Ｎ

Ｘ
境
港
物
流
㈱(

境
港
市
昭

和
町)

▽
役
職
＝
代
表
取
締

役
社
長
▽
変
更
年
月
日
＝
２

０
２
４
年
１
月
１
日
▽
前
任

者
＝
岩
崎
誠
司(

前
・
代
表

取
締
役
社
長)

境港商議所議員職務執行者

平岡社長が就任
NX境港物流
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代表取締役 山　本　　　徹

本社／境港市朝日町20　  ＴＥＬ  4 2－3131（代）

山　陰　冷　蔵　(株)

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

チ
ャ
レ
ン
ジ
売
店
を
募
集
中

鬼
太
郎
空
港
の
免
税
店
に
入
店

ビーウィング

　

米
子
鬼
太
郎
空
港(

佐
斐
神
町)

で
土
産
物
店
を
展
開
し
て

い
る
㈱
Ｂ
Ｅ
Ｅ 
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ(

ビ
ー
ウ
ィ
ン
グ
、
馬
場
崎
町
、

木
村
光
哉
社
長)

は
同
空
港
内
の
免
税
店
に
入
店
し
、
営
業

を
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
店
を
紹

介
し
ま
す
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
㈱
リ
ン
ク
ス(

蓮

池
町
、
池
田
太
一
社
長)

の

池
田
幸
仁
会
長
に
伺
い
ま

し
た
。 創業の創業の 26

創業期の思い
頃

― リンクス ―

　
当
社
は
、
１
９
９
３(

平

成
５)

年
７
月
14
日
に
総
合

建
設
業
と
し
て
境
港
市
に
設

立
、
創
業
し
ま
し
た
。
設
立

当
時
は
知
名
度
も
実
績
も
な

く
、
工
事
の
発
注
ど
こ
ろ
か

指
名
に
も
入
れ
て
も
ら
え
ず
、

ま
た
安
く
て
も
断
ら
れ
「
千せ

ん

辛し
ん

万ば
ん

苦く

」
の
続
く
状
況
で
し

た
。

　
そ
の
様
な
中
で
、
僅
か
な

工
事
で
も
受
注
し
た
時
は
少

し
で
も
付
加
価
値
を
高
め
よ

う
と
、
工
事
の
一
部
を
自
社

施
工
で
き
る
よ
う
、
重
機
や

ダ
ン
プ
、
工
具
類
、
技
能
者

を
揃
え
、
さ
ら
に
市
内
に
残

土
置
き
場
兼
加
工
場
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
業
の
傍
ら
住

宅
の
基
礎
工
事
や
浄
化
槽
設

置
な
ど
の
建
築
付
帯
工
事
を

中
心
に
自
社
施
工
で
き
る
体

制
を
整
え
、
順
調
に
推
移
し

て
き
た
頃
、
２
０
０
０
年
に

⿃
取
県
⻄
部
地
震
が
発
⽣
し
、

被
害
に
あ
っ
た
建
物
の
解
体

・
⽚
づ
け
を
始
め
と
す
る
災

害
復
旧
に
貢
献
も
で
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
０

４
年
頃
か
ら
元
請
工
事
の
受

注
が
安
定
し
だ
す
と
、
人
材

不
足
や
重
機
の
修
理
な
ど
が

重
な
り
、
直
営
工
事
を
廃
業

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以

降
は
県
、
市
町
村
、
各
種
団

体
な
ど
の
入
札
参
加
の
資
格

も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
あ
く
ま
で
⺠
間
工
事
を

主
体
に
お
か
げ
様
で
堅
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
⽣
業
か
ら
、

⽣
き
る
厳
し
さ
を
知
る
に
は

十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
こ
と

が
「
礎
」
と
な
り
、
決
し
て

「
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
歴

史
」
を
刻
む
た
め
に
「
信
条
」

「
理
念
」「
心
得
」
と
し
て
掲

げ
、
仕
事
で
「
お
客
様
に
喜

び
を
与
え
る
」
こ
と
が
「
人

と
の
縁
」
の
始
ま
り
で
あ
り
、

「
企
業
と
己
自
身
」
の
「
名

声
を
も
高
め
」、
企
業
力
の

す
べ
て
を
投
入
し
、
利
益
の

捻
出
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
「
社
会
貢
献
」
が
で

き
、「
地
域
社
会
か
ら
必
要
」

と
さ
れ
る
「
地
元
企
業
」
と

し
て
「
存
続
」
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
お
客
様
を
「
増

や
す
に
は
ま
ず
は
失
わ
な

い
」
こ
と
が
大
原
則
で
あ
る

こ
と
を
全
社
員
の
肝
に
銘
じ

て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
で
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
に
伴
い
知
名
度
も
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

状
況
を
決
し
て
当
た
り
前
だ

と
思
わ
ず
、
い
つ
ま
で
も
創

業
当
時
の
思
い
を
忘
れ
な
い

　
免
税
店
は
、
同
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
２
階
の
国
際
線
出
国

待
合
室
に
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
10
月
に
運
営
会
社
が
事
業

を
停
止
。
空
港
を
管
理
す
る

米
子
空
港
ビ
ル
㈱
が
出
店
先

を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　
ビ
ー
ウ
ィ
ン
グ
は
、
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
２
店
舗

(

ビ
ー
ウ
ィ
ン
グ
１
、
ビ
ー
ウ

ィ
ン
グ
２)

を
展
開
。
免
税

店
は
３
店
舗
目(

ビ
ー
ウ
ィ

ン
グ
３)
で
す
。
た
だ
し
、

現
在
は
免
税
店
許
可
を
申
請

中
の
た
め
、
当
面
は
土
産
物

店
と
し
て
営
業
し
ま
す
。

　
今
は
蟹
や
二
十
世
紀
梨
を

使
っ
た
土
産
物
が
人
気
。
清

水
羊
羹
や
ラ
ー
メ
ン
も
好
評

で
す
。
ま
た
国
際
線
に
は
、

１
０
０
㍉
㍑
以
上
の
液
体
物

の
持
ち
込
み
が
禁
止
さ
れ
て創業時の池田幸仁会長

外
国
人
の
お
客
様
に
接
客
中
の
同
店
ス
タ
ッ
フ（
右
）

市
内
事
業
者
対
象
に
支
援
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
で
境 港 市

　
境
港
市
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
に
よ
り
、
市
内
事

業
者
に
大
き
な
影
響
が
及
ん

で
い
る
こ
と
を
受
け
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
市
独
自

の
「
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
支
援
金
」
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
同
支
援
金
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者
　
境
港
市
内
に
本
社

ま
た
は
本
店
と
な
る
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
な
ど

(

個
人
事
業
主
含
む)

給
付
額
　
▽
法
人
＝
一
律
10

万
円
▽
個
人
＝
一
律
５
万
円

(

複
数
店
舗
あ
る
場
合
も
同

様)給
付
要
件(

①
～
⑤
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と)

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
お

客
様
を
大
切
に
し
、
喜
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
地

域
の
万よ

ろ
ず
や屋
と
し
て
誇
れ
る

企
業
に
な
れ
る
よ
う
尽
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
…
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　  (

談)

い
ま
す
が
、
国
際
線
待
合
室

に
入
っ
て
か
ら
買
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飲

み
物
も
好
評
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
、
米
子
香
港

便
の
季
節
定
期
便
が
ス
タ
ー

ト
し
た
昨
年
12
月
18
日
で
し

た
。
以
来
、
香
港
便
や
ソ
ウ

ル
便
に
搭
乗
す
る
お
客
様
が

数
多
く
来
店
し
て
い
ま
す
。

対
応
は
、
英
語
と
韓
国
語
を

話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が
数
人
い

る
の
で
万
全
で
す
。

　
同
店
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
売

店
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
期
間
は
1
カ
月
程
度
。

随
時
募
集
中
で
す
。
商
品
の

販
売
や
試
食
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
同
店
の
景
山
い
つ
か
店
長

は
「
免
税
店
の
許
可
が
下
り

れ
ば
、
酒
や
た
ば
こ
な
ど
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
う
い
う
も
の
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
研
究
し
つ
つ
、

お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
い
、

日
本
に
ま
た
来
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
店
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
免
税
店
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
ビ
ー
ウ
ィ
ン
グ
１(

☎

45
―
５
８
４
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
５
年

４
月
～
12
月
の
間
の
連
続
し

た
任
意
の
３
カ
月
間
の
電
気

料
金
、
ガ
ス
料
金
、
燃
料
費

の
い
ず
れ
か
の
経
費
が
２
０

２
１(

令
和
３)

年
ま
た
は
２

０
２
２(

令
和
４)

年
の
同
期

間
と
比
較
し
て
、
15
％
以
上

上
昇
し
て
い
る
こ
と

② 

法
人
の
場
合
は
直
近
事

業
年
度
分
の
売
上
高
が
１
２

０
万
円
以
上
、
個
人
の
場
合

は
２
０
２
２(

令
和
４)

年
分

の
売
上
高
が
60
万
円
以
上
あ

る
こ
と

③ 

法
人
市
⺠
税
の
確
定
申

告(

個
人
の
場
合
は
当
該
事

業
に
係
る
所
得
の
申
告)

を

し
て
い
る
こ
と

④ 

境
港
市
税
に
滞
納
が
な

い
こ
と

⑤ 

今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
が
あ
る
こ
と
※
①
～

③
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
新

規
創
業
者
特
例
が
設
け
て
あ

り
ま
す

申
請
期
限
　
４
月
30
日
㈫

(

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印

有
効)

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
水
産

商
工
課
商
工
振
興
係(

☎
47

―
１
０
５
６)

へ
。
ま
た
、
境

港
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
参
照)

か
ら
も
確
認
で

き
ま
す
。

【経営の心得】
決して一流を目指している訳で
はない
決して一番を目指している訳で
もない
いつも「笑顔と挨拶」の絶えな
い「明るい社風」を保ち
「お客様の喜びを悦びとする」こ
の「理念を共有」し
意気に感じてくれる社員たちの
「求める幸せ」に応えられ
「実感」させることで必然的に
「成長と進化」の道を辿ることで
あろう
これこそ当社の「目指す経営」で
ある
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藤　 原  　　誠

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

境港はソフトバレーボールとeスポーツの２競技

鳥取県内全域で実施10月19日～22日

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
全

国
健
康
福
祉
祭
」
は
、
60
歳
以
上
の
人
を
始
め
、
す
べ
て
の

世
代
の
人
が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健

康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
す
。
こ
と
し
10
月
19
日
か
ら

22
日
ま
で
「
咲
か
せ
よ
う 

砂
丘
に
長
寿
と
笑
み
の
花
」
を

テ
ー
マ
に
、
鳥
取
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
同
祭
は
、
全
国
か

ら
選
手
団
1
万
人
が

集
結
し
、
鳥
取
県
内

全
19
市
町
村
で
29
種

目
の
交
流
大
会
を
開

催
。
テ
ニ
ス
、
ボ
ー

リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、

マ
ラ
ソ
ン
、
水
泳
、

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、

弓
道
、
剣
道
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
や
、
将
棋
、

囲
碁
、
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
俳
句
な
ど
の

文
化
交
流
大
会
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　
境
港
市
で
開
催
さ
れ
る
の

は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

　
境
港
市
内
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で

き
る
の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

㈲
山
芳
海
産(

元
町
、
山
田
英
樹
社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で

す
。

　
同
社
は
鮮
魚
仲
買
、
鮮

魚
加
工
、
小
売
販
売
を
主

要
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

山
芳
海
産
本
店(

元
町)

の
ほ
か
に
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
日
吉
津
駐
車
場
内(

日

吉
津
村)

の
新
鮮
市
場
に

山
芳
海
産
日
吉
津
店
と
海

鮮
ど
ん
ぶ
り
山
芳
亭
が
あ
り

ま
す
。

　
同
社
は
「
み
ん
な
で
選
ぶ

境
港
の
水
産
加
工
大
賞
」
で

数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
大
賞
を
受
賞
し
た
「
づ
け

丼
の
素(

ぶ
り)

」
は
、
同
社

の
看
板
商
品
で
す
。
ヒ
ラ
メ
、

甘
え
び
、
白
イ
カ
、
タ
イ
、

ス
ズ
キ
、
マ
グ
ロ
な
ど
を
使

っ
た
も
の
も
あ
り
、
５
種
類

程
度
を
セ
ッ
ト
に
し
た
化
粧

箱
入
り
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
づ
け
丼
の
素
は
、
新
鮮
な

魚
を
同
社
秘
伝
の
タ
レ
で

〝
づ
け
〟
に
し
、
美
味
し
い

ま
ま
真
空
パ
ッ
ク
に
し
た
も

の
。
白
い
ご
飯
に
乗
せ
る
だ

け
で
づ
け
丼
の
完
成
で
す
。

タ
レ
は
、
近
隣
の
醤
油
会
社

に
製
造
を
委
託
。
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
じ
め
丼
の
素
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
甘
え
び
、

タ
イ
、
白
イ
カ
、
ヒ
ラ
メ
な

ど
を
昆
布
締
め
の
よ
う
な
味

の
じ
め
ダ
レ
に
つ
け

た
商
品
で
す
。

　
白
イ
カ
入
り
で
イ

カ
墨
を
使
っ
た
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
の
「
白

イ
カ
黒
い
カ
レ
ー
」

や
「
ぶ
り
ハ
ム(

生

ハ
ム
風
仕
立
て)

」

な
ど
も
製
造
。
し
め

鯖
や
季
節
ご
と
に
つ

く
る
旬
の
魚
の
干
物

も
好
評
で
す
。

　
同
社
の
商
品
は
、

山
芳
海
産
本
店
と
山
芳
海
産

日
吉
津
店
な
ど
で
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
社
の
山
田
義
彦
会
長
は

「
境
港
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚

を
厳
選
し
て
、
秘
伝
の
味
付

境港発商品

発見

山
芳
海
産

各
種
鮮
魚
加
工
品

づ
け
・
じ
め
ダ
レ

け
を
し
て
い
る
の
で
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
山
芳
海
産

本
店(

☎
42
―
３
２
６

６)

ま
で
。

商
品
を
紹
介
す
る
山
田
義
彦
会
長

市内でeスポーツのリハーサル大会を実施

競
技
内
容
は
▽
会
場
＝
境
港

市
民
体
育
館(
中
野
町)

▽

募
集
チ
ー
ム
数
＝
72
チ
ー
ム

(

道
府
県
45
、
政
令
指
定
都

市
20
、
東
京
都
２
、
鳥
取
県

５)

▽
チ
ー
ム
編
成
＝
４
人

制
、
監
督
１
人
、
選
手
８
人

―
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
▽
会
場
＝

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

上
道
町)

▽
募
集
チ
ー
ム
数

＝
76
チ
ー
ム(

道
府
県
45
、

政
令
指
定
都
市
20
、
東
京
都

２
、
鳥
取
県
９)

▽
チ
ー
ム

編
成
＝
３
人
1
チ
ー
ム
▽
使

用
タ
イ
ト
ル
＝N

intendo
Sw

itch

版
「
太
鼓
の
達
人 

ド
ン
ダ
フ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
―
で
す
。

　
境
港
市
実
行
委
員
会
担
当

者
の
吉
岡
賢
次
朗
さ
ん
は

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
は
新
種
目
で
あ
り
、

ま
た
高
齢
者
と
ゲ
ー
ム
と
い

う
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
か
ら

も
、
大
変
注
目
を
集
め
て
い

る
競
技
で
す
。
全
国
か
ら
多

数
の
選
手
、
関
係
者
が
境
港

市
に
訪
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

万
全
の
準
備
を
す
る
と
と
も

に
、
皆
様
に
境
港
市
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
祭
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
で
検
索
、
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
実
行

委
員
会
事
務
局(

市
長
寿
社

会
課
内
・
☎
47

―
１
０
３
９)

ま
で
。

　
水
野
さ
ん
は
看
板
の
業
界

で
15
年
間
修
業
。
あ
る
人
と

出
会
っ
て
独
立
を
決
意
し
、

ス
テ
ッ
カ
ー
工
房
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
仕
事
は
、
看
板
製
作
・
施

工
、
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
販
促
用

各
種
商
品
作
成
な
ど
。
最
近

は
、
自
動
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
10
年
く
ら
い
事
業
を
続
け

ま
し
た
が
、
足
場
施
工
会
社

の
㈱
Ｃ
テ
ク
ノ
と
知
り
合

い
、
お
互
い
仕
事
上
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ
て
、
ス

テ
ッ
カ
ー
工
房
が
同
社
の
一

部
門
と
な
る
形
で
の
統
合
を

図
り
ま
し
た
。

　
水
野
さ
ん
は
昨
年
、
再
度

独
立
し
た
い
と
考
え
、
ド
ッ

ト
デ
ィ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を

設
立
。
人
と
の
縁
を
大
切
に

し
て
、
い
い
モ
ノ
づ
く
り
を

す
る
会
社
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
名
前
に
込
め
た
思
い
は
、

デ
ィ
ー
に
デ
ザ
イ
ン
、
ド
ー

ル(

製
造)

、
ド
リ
ー
ム

の
意
味
を
込
め
、
ド
ッ
ト

は
一
つ
の
小
さ
な
点
が
み

ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
円

(

縁)

と
な
り
、
大
き
な
輪

と
な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

　
水
野
さ
ん
は
「
技
術
を

継
い
で
く
れ
る
若
者
を
育

成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
相
談
窓

口
の
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

０
８
０
―
２
５
９
０
―

５
２
７
０)

ま
で
。

作業中の水野孝一代表

２度目の創業をスタート
 .Dcompany(ドットディー・カンパニー)

会員の今 64境　港
商議所

　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
工
房
と
し
て
看
板
な
ど
の
事
業
を
し
て
い

た
水
野
孝
一
さ
ん
は
会
社
員
を
経
て
、
ド
ッ
ト
デ
ィ
ー
・
カ

ン
パ
ニ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
「
会
員
の
今
」
は

二
度
目
の
創
業
を
し
た
水
野
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
「
事
業
承
継
」
全
般
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月

１
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
、
秘
密
厳
守
。
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
２
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
２
月
15
日
㈭
　
午
後

１
時
か
ら
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

２
月
15
日
開
催

4
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講
演
を
す
る
妖
怪
川
柳
特
別
審
査
員
の
弘
兼
憲
史
氏

　(

一
社)
境
港
観
光
協
会

は
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る

「
妖
怪
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
作
品
募
集
を
昨
年
11
月
20

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
行
い
、

２
６
２
２
句
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
も
漫
画
家
の

弘
兼
憲
史
氏
を
特
別
審
査
員

に
迎
え
て
各
賞
を
選
定
し
ま

す
。

　
審
査
結
果
の
発
表
は
３
月

21
日
で
、
弘
兼
氏
も
参
加
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
当
日
は
併
せ
て
、
弘
兼

氏
の
講
演
会
を
開
催
す
る
計

画
で
す
。

　
弘
兼
氏
は
、
島
耕
作
シ
リ

ー
ズ
な
ど
の
漫
画
で
も
有
名

で
す
が
、
近
年
も
高
齢
者
の

生
き
方
、
生
き
が
い
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
著
書
や
漫
画

の
主
人
公
・
島
耕
作
氏
が
佐

賀
県
の
副
知
事
に
任
命
さ
れ

る
な
ど
、
話
題
に
事
欠
か
な

い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
水
木

し
げ
る
先
生
に
対
す
る
リ
ス

ペ
ク
ト
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
は
、
弘
兼
氏

に
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど

を
控
え
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
将
来
や
地
元
の
高
齢
者

に
向
け
た
エ
ー
ル
な
ど
を
語

っ
て
も
ら
い
、
是
非
、
境
港

や
周
辺
地
域
を
元
気
づ
け
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
同
観
光
協
会
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(
「
境
港
観

光
ガ
イ
ド
」
で
検
索)
な
ど

で
発
表
す
る
予
定
で
す
。
問

い
合
わ
せ
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

ま
で
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

は
こ
と
し
1
月
7
日
、
西
日

本
最
大
規
模
の
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｃ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
大
阪(

会
場
＝

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
、
大
阪

市
住
之
江
区)

」
に
出
店
。

境
港
の
観
光
・
物
産
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

水
木
フ
ァ
ン
、
妖
怪
フ
ァ
ン

に
加
え
、
映
画
「
鬼
太
郎
誕

生 

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」
の
大
ヒ

ッ
ト
に
よ
る
新
規
フ
ァ
ン
な

ど
、
大
勢
の
人
が
同
ブ
ー
ス

を
訪
問
。
用
意
し
た
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
の
グ
ッ
ズ
や
水

産
加
工
品
な
ど
が
昼
頃
に
ほ

ぼ
完
売
と
な
る
大
盛
況
の
う

ち
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
ま
し

た
。

　
同
観
光
協
会
は
、

参
加
し
た
多
く
の

フ
ァ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
担
当
者
か
ら
ほ

か
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
ぜ
ひ
、
出
店
し

て
ほ
し
い
と
の
要

請
を
受
け
、
３
月

17
日
に
開
催
さ
れ

る
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
東
京
」
と

３
月
31
日
開
催
の

「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ 
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
大
阪
」
に
出
店
を

決
定
。

妖怪グッズなどが並んだ同観光協会ブース

妖
怪
川
柳
の
各
賞
発
表

弘
兼
憲
史
氏
の
講
演
も
境港観光協会

３
月
21
日特

　別

審
査
員

　
こ
と
し
22
年
目
を
迎
え
る

洋
食
屋
さ
ん
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ご
み
。
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
沿
い
に
あ
り
、
観
光
客
に

人
気
の
店
で
あ
る
と
と
も
に
、

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ご
み(

本
町
、

坪
内
和
夫
代
表)

の
「
オ
ム
ラ
イ
ス
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

な
ご
み

オ
ム
ラ
イ
ス

ふわとろ卵のオムライス

　
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
は
、
東
京
が
「
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト(

東
京
都
江
東

区)

」、
大
阪
は
「
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
」
で
す
。

　
同
観
光
協
会
は
会
場
で
、

４
月
20
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
「
水
木
し
げ

る
記
念
館
」
と
海
産
物
を
始

め
と
す
る
境
港
観
光
の
Ｐ
Ｒ

や
、
境
港
の
周
辺
地
域
を
含

め
た
圏
域
の
観
光
情
報
の
発

信
と
観
光
誘
客
な
ど
を
行
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ただいま受講者募集中

春の短期水泳教室

境港スイミングスクール

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

(

中
野
町
、
境
港
市
民
温
水

プ
ー
ル
内)

は
、
春
の
短
期

水
泳
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
程
　
３
月
28
日
㈭
・
29
日

㈮
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰(

４

日
間)

場
所
　
境
港
市
民
温
水
プ
ー

ル対
象
　
３
歳(

お
む
つ
が
と

れ
て
い
る
こ
と)

～
11
歳

(

新
小
学
６
年
生)

受
講
料
　
▽
一
般
＝
４
８
０

０
円
▽
会
員
＝
４
３
０
０
円

申
込
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～

21
日
㈭(

月
・
火
・
木
・
金

・
土
曜
日
、
午
前
10
時
30
分

～
午
後
６
時)

特
典
　
▽
受
講
後
３
カ
月

(

４
・
５
・
６
月)

以
内
に
入

会
す
る
と
、
入
会
金
４
４
０

０
円
が
無
料
▽
ス
ク
ー
ル
指

定
の
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

(

６
６
０
円)

を
進
呈
▽
会

員
は
進
級
テ
ス
ト
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る

実
施
時
間
・
内
容
・
定
員

<

Ｂ
コ
ー
ス>

時
間
　
午
後
３
時
15
分
～
４

時
10
分

内
容
　
水
慣
れ
～
ク
ロ
ー
ル

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り)

<

Ｃ
コ
ー
ス>

時
間
　
午
後
４
時
15
分
～
５

時
10
分

内
容
　
板
キ
ッ
ク
～
４
泳
法

定
員
　
40
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り)

　
詳
し
く
は
、
同
ス
ク
ー
ル

(

☎
44
―
３
７
２
５)

ま
で
。

20
年
以
上
通
い
続
け
る
常
連

客
も
多
く
、
地
元
の
お
客
様

に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
業
以
来
、
洋
食
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
が
、
一
番
人
気
の
一
品

は
オ
ム
ラ
イ
ス
。

　
ふ
わ
っ
と
ろ
っ
の
オ
ム
ラ

イ
ス
は
、
物
価
高
の
昨
今
、

贅
沢
感
も
あ
る
卵
を
３
個
使

用
。
そ
の
卵
で
包
む
の
は
、

鶏
肉
、
玉
ね
ぎ
と
ご
飯
を
特

製
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
味
付
け
し

た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
。
あ
え
て

シ
ン
プ
ル
な
具
材
で
作
る
の

は
、
腕
に
自
信
あ
り
の
証
拠

で
は
。

　
そ
れ
だ
け
で
食
べ
て
も
美

味
し
い
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
に
ボ

リ
ュ
ー
ミ
ー
な
ふ
わ
と
ろ
卵

を
乗
せ
、
最
後
に
手
間
暇
か

け
て
作
る
特
製
デ
ミ
グ
ラ
ス

ソ
ー
ス
を
か
け
れ
ば
、
な
ご

み
イ
チ
オ
シ
の
オ
ム
ラ
イ
ス

の
完
成
。
大
人
に
も
子
ど
も

に
も
好
ま
れ
る
飽
き
の
こ
な

い
美
味
し
さ
で
す
。

　
境
港
な
ら
で
は
の
カ
ニ
オ

ム
ラ
イ
ス
も
あ
り
、
ど
ち
ら

も
サ
ラ
ダ
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
42

―
２
０
８
１)

ま
で
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

個
別
経
営
相
談
会

２
月
13
日
開
催

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
個

別
経
営
相
談
会
を
毎
月
第
２

火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

(

秘
密
厳
守
、
相
談
料
無
料)

。

　
同
相
談
会
２
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
13
日
㈫
　
午
後

1
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
は
、
１
人
体
制
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
分

野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
チ
ー

ム
体
制
で
対
応
し
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

境港観光協会ブースが大盛況

春の東京・大阪イベントにも出店

西日本
最大級漫画・アニメイベント
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詐
欺
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

暗
号
資
産
要
求
の
脅
迫
な
ど
境港警察署

―
松
江
で
の
勤
務
経
験
が
長

い
の
で
す
ね
。

　「
入
社
以
来
、
ず
っ
と
松

江
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

米
子
営
業
所
に
来
て
思
っ
た

の
で
す
が
、
松
江
と
米
子
、

境
港
で
少
し
ず
つ
違
う
な
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
松

江
は
新
し
い
も
の
、
新
し
い

スポット
ラ イ ト
スポット
ラ イ ト

ア
ク
サ
生
命
保
険
米
子
営
業
所

和
田
由
起
子・新
所
長
に
聞
く

　
最
近
、
警
察
に
「
あ
な
た

が
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
視
聴

し
て
い
る
卑
猥
な
姿
を
撮
影

し
た
。
こ
の
動
画
を
公
開
さ

れ
な
く
な
か
っ
た
ら
、
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
を
送
金
し
な
さ

い
」
と
い
う
メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
た
と
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
性
的
な
映
像
を

ば
ら
ま
く
と
脅
す
「
セ
ク
ス

ト
ー
シ
ョ
ン(

性
的
脅
迫)

」

と
呼
ば
れ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

手
口
の
一
つ
で
す
。

　
脅
迫
メ
ー
ル
は
、
様
々
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

「
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
感
染
さ
せ

た
」「
個
人
情
報
や
閲
覧
履

歴
な
ど
を
保
存
し
た
」「
性

的
動
画
を
撮
影
し
た
」
な
ど

と
、
受
信
者
の
不
安
を
あ
お

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」

な
ど
の
暗
号
資
産
を
送
金
す

る
形
で
金
銭
を
要
求
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
本
文
中
に

絵
文
字
を
使
用
し
た
り
、
メ

ー
ル
送
信
元
が
「
受
信
者
自

身
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
受

信
し
て
も
支
払
い
に
応
じ
る

こ
と
な
く
無
視
す
る
か
、
最

寄
り
の
警
察
に
相
談
す
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
警
察

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１

１
０)

ま
で
。

　
境
港
市
は
２
月
16
日
、

(

一
財)

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
・
研
究
主
幹
の

小
川
順
子
氏
を
講
師
に
招
き

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖

化
問
題
～
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し

て
考
え
る
～
」
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
小
川
講
師
に
は
「
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
」「
地
球

温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」「
地

球
温
暖
化
の
具
体
的
取
り
組

み
」「
日
本
の
取
り
組
み
」

に
加
え
、
日
常
の
シ
ー
ン
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
ジ
ブ

ン
ゴ
ト
と
し
て
考
え
る
な
ど
、

地
球
環
境
温
暖
化
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
16
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

３
階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上

道
町)

講
師
　
小
川
順
子
氏(

神
奈

川
県
出
身
。
１
９
９
７
年
、

青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際

経
済
学
研
究
科
経
済
学
修
士
。

同
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
に
就
任
。
１
９
９
９
年
、

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究

２月16日　講演会

エネルギーと地球温暖化問題
ー 境 港 市 ー

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
山
陰
支
社
米
子
営
業
所
に
１
月
１
日

付
で
、
和
田
由
起
子
・
新
所
長
が
着
任
。
そ
こ
で
、
同
社
の

事
業
内
容
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

人
を
受
け
入
れ
る
の
に
少
し

時
間
が
掛
か
る
よ
う
で
す
。

米
子
は
松
江
よ
り
、
社
交
的

で
す
ね
。
早
い
段
階
で
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ま
す
。
境
港

は
米
子
よ
り
も
っ
と
活
気
の

あ
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
商
工
会
議
所
の
新
年

祝
賀
会
に
参
加
し
て
強
く
感

じ
ま
し
た
」

―
境
港
に
も
ご
縁
が
あ
る
と

か
。

　「
は
い
。
叔
母
が
境
港
出

身
な
の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

よ
く
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ニ
が
大
好
き
で
、

時
々
買
い
に
来
て
い
ま
す
」

―
貴
社
の
業
務
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　「
当
社
は
、
商
工
会
議
所

の
会
員
事
業
所
に
向
け
た
保

険
の
営
業
を
行
う
こ
と
が
主

な
業
務
で
す
。
福
利
厚
生
や

退
職
金
な
ど
、
共
済
制
度
の

推
進
が
中
心
で
す
が
、
資
産

形
成
型
保
険
の
提
案
も
行
っ

て
い
ま
す
。
営
業
エ
リ
ア
は
、

鳥
取
県
西
部
地
区
一
円
で
す
」

―
境
港
の
皆
さ
ん
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

　「
境
港
商
工
会
議
所
会
員

事
業
所
の
皆
さ
ん
の
役
に
立

つ
人
材
を
た
く
さ
ん
採
用
し

て
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

し
っ
か
り
ご
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
も
こ
れ
か
ら
、
境
港

で
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
色
々
と
教
え
て

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」

〔
和
田
由
起
子
所
長
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
︺
松
江
市
出
身
。
就

実
大
学
卒
業
。
２
０
０
７
年

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
に
入
社

し
、
松
江
支
社(

現
・
山
陰

支
社)

に
配
属
さ
れ
る
。
２

０
２
３
年
１
月
松
江
営
業
所

長
に
就
任
。
２
０
２
４
年
１

月
１
日
米
子
営
業
所
長
と
し

て
着
任
。
同
日
、
職
務
執
行

者
と
し
て
境
港
商
工
会
議
所

会
頭
指
名
議
員
に
就
任
。
前

任
者
は
谷
村
俊
治
前
・
米
子

営
業
所
長

「
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」と
話
す
和
田
由
起
子
所
長

所
研
究
員
に
就
任)

受
講
料
　
無
料

対
象
　
事
業
者
、
一
般
の
人

申
込
期
限
　
２
月
13
日
㈫

申
込
方
法
　
次
の
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
。
ま

た
、
境
港
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
境
港
市
」
で
検
索)

か
ら
の
申
込
み
や
境
港
市
環

境
・
ご
み
対
策
課(

☎
42
―

３
８
０
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
44
―
０

９
６
０)

へ
の
連
絡
も
で
き

ま
す

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
環
境

・
ご
み
対
策
課

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

講師の小川順子氏

２月１日㈭ 　　　午後 産業医

２月８日㈭ 午前・午後 産業医

２月15日㈭ 　　　午後 産業医

２月19日㈪ 　　　午後 産業医

２月22日㈭ 　　　午後 産業医

２月29日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

２月の相談日
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境　港

№110

青色申告会

青色申告会の元気企業

昭和ロマン漂うたたずまい

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
コ
ロ

ナ
禍
に
沈
ん
だ
気
持
ち
も
一

新
し
、
年
頭
に
立
て
た
計
画

を
実
行
で
き
る
よ
う
頭
と
身

体
の
ケ
ア
を
頑
張
ろ
う
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

　
２
０
２
３
年
度
に
境
港
青

【事業所のあらまし】
事業所名	 辰巳屋商店
代 表 者	 栢木 名美（かやぎ・なみ）
所 在 地	 境港市松ヶ枝町8
事業内容	 菓子・タバコ・宝くじ販売
定 休 日	 不定休
営業時間	 9：00～16：00
T E L	 0859-42-2750

　
今
回
は
、
松
ヶ
枝
町
の
辰

巳
屋
商
店
さ
ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
は
呼
び
慣
れ
た
、
ま
た
聞

き
慣
れ
た
辰
巳
屋
さ
ん
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
辰
巳
屋
さ
ん
の
歴
史
は
古

く
、
大
正
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
初
代
の
栢か

や

木ぎ

鉄て
つ

翁お
う

さ
ん
が
煎
餅
屋
さ
ん
と
し

て
開
業
し
ま
し
た
。
現
在
は

名
美
さ
ん
が
４
代
目
と
し
て

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
途
中
、
昭
和
年
代
に
は
、

か
の
玉
栄
丸
事
件
に
よ
り
店

舗
を
全
焼
し
ま
し
た
が
、
同

じ
場
所
で
再
建
、
店
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
店
名
の
辰
巳
と

は
東
南(

南
東)
を
指
し
、
店

が
辰
巳
の
方
角
に
あ
っ
た
の

で
辰
巳
屋
に
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
何
を
基
準
に
し

て
辰
巳
の
方
角
と
し
た
の
か

は
聞
き
漏
ら
し
ま
し
た
の
で
、

店
を
訪
れ
た
折
に
で
も
尋
ね

て
く
だ
さ
い
。

　
鬼
太
郎
ブ
ー
ム
の
賑
わ
い

に
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
店
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、「
ウ
チ

は
あ
え
て
そ
の
ま
ま
で
」
と

名
美
さ
ん
は
、
笑
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
確
か
に
、
辰
巳
屋
さ
ん
の

外
装
は
昭
和
レ
ト
ロ
。
昭
和

の
香
り
が
漂
う
心
落
ち
着
く

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
目
を
引
く
の
が
タ
バ

コ
販
売
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
出
窓
風
の
窓
口
で
す
。
今

や
、
喫
煙
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
自
動
販
売
機
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は

こ
こ
で
、
対
面
の
手
渡
し
で

対
応
し
て
い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
店
内
に
入
れ
ば
、
商

品
陳
列
の
た
め
に
置
か
れ
た

陳
列
台
が
目
を
引
き
ま
す
。

棚
と
違
っ
て
酢
こ
ん
ぶ
、
玉

子
ボ
ー
ロ
、
チ
ョ
コ
菓
子
な

ど
、
全
て
の
商
品
を
上
か
ら

目
線
で
一
望
に
で
き
て
手
に

取
り
や
す
く
、
中
の
商
品
を

見
て
い
る
と
子
ど
も
の
頃
を

思
い
出
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
し
た
。

　
辰
巳
屋
さ
ん
で
は
、
菓
子

や
タ
バ
コ
の
ほ
か
に
宝
く
じ

も
扱
っ
て
い
ま
す
。
１
９
４

５(

昭
和
20)

年
の
第
１
回
か

ら
の
取
り
扱
い
で
す
が
、
過

去
に
は
高
額
当
選
も
出
て
い

ま
す
。

　
必
ず
当
た
る
と
は
申
し
ま

せ
ん
が
、
こ
の
記
事
を
読
ま

れ
た
ア
ナ
タ
、
こ
れ
を
縁
と

し
て
辰
巳
屋
さ
ん
で
夢
を
見

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昭
和
ロ
マ
ン
漂
う
辰
巳
屋

境港青色申告会  青色ひろば

身近な法律豆知識

境界線付近の建築の制限

　建物を建てるとき、隣接する土地の境
界(隣地境界線)から50cm以上の距離を
保たなければならないという法律があり
ます。民法234条です。
　その法律には「この規定に違反して建
築しようとする者があるときは、隣地の
所有者はその建築を中止させ、または変
更をさせることができる。だだし、建築
着手から1年を経過し、またはその建物
が完成した後は、損害賠償の請求のみが
できる」とも規定されています。
　なぜ、このような法律があるのでしょ
うか。建物同士の間隔が空くことで、防
火や日照、風通しなどの面でより良い環
境を確保することが目的です。
　一方、建築基準法第63条は「防火地域
または準防火地域内にある建築物で、外
壁が耐火構造のものについては、その外
壁を隣地境界線に接して設けることがで
きる」と規定。境界からの距離が50cm以
下でもかまわないとなっています。
　防火地域や準防火地域とは、都市計画
法で「市街地における火災の危険を防除
するために定める地域」として指定され
るエリアです。多くの場合、駅前や建物
の密集地、幹線道路沿いなどが指定され
ています。この法律は、民法234条より
も優先されます。
　また「前2条の規定と異なる慣習があ
るときは、その慣習に従う」という法律
(民法236条)もあります｡前2条とは、234
条と235条(窓への目隠し設置義務)のこと
を指します。
　いずれの場合でも監督官庁への届け出
や隣人と良く話し合って合意を得ること
が大前提となるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　S

ー 辰巳屋商店 ー

  

二
つ
の
事
業
を
実
施

女
性
部
だ
よ
り

さ
ん
を
是
非
一
度
、
お
訪
ね

く
だ
さ
い
。
そ
の
た
た
ず
ま

い
は
、
一
見
の
価
値
あ
り
で

す
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
T

申
会
女
性
部
が
予
定
し
て
い

ま
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

事
業
は
、
奥
出
雲
可
部
屋
集

成
館(

櫻
井
家
住
宅)

見
学

と
研
修
会
で
し
た
。

　
可
部
屋
集
成
館
見
学
は
、

昨
年
11
月
３
日
に
実
施
。
櫻

井
家
に
伝
わ
る
貴
重
な
資
料

や
、
昨
年
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で

櫻
井
家
が
撮
影
場
所
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
撮
影
シ

インタビューに応える栢木名美さん

北

辰巳屋商店

池渕医院
●

池渕医院
●

水木しげるロード

●
柏木商会

●
柏木商会

　
２
０
２
３(

令
和
５)

年
10

月
１
日
に
導
入
さ
れ
た
消
費

税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式(

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式)

に

は
、
様
々
な
経
過
措
置
が
あ

り
ま
す
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
で
き
な
い
免
税
事
業
者

な
ど
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
経
過
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
２
３(

令
和
５)

年
10

月
１
日
か
ら
２
０
２
６(

令

和
８)

年
９
月
30
日
ま
で
は
、

消
費
税
額
の
80
㌫
相
当
額
に

つ
い
て
、
仕
入
税
額
控
除
が

認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
仕
入
税
額
控
除
が
認
め

ら
れ
な
い
残
り
の
20
㌫
相
当

額
は
、
そ
の
金
額
を
取
引
対

価
の
額
に
含
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
２
０
２
６(

令
和

８)

年
10
月
１
日
か
ら
は
、

80
㌫
控
除
か
ら
50
㌫
控
除
に

変
わ
り
ま
す
。
２
０
２
９(

令

和
11)

年
９
月
30
日
ま
で
続

き
、
そ
れ
以
降
は
控
除
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
M

インボイス制度
免税事業者への対応

税務・会計
一口メモ

ー
ン
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
２
日
に
は
「
フ

レ
イ
ル
予
防
で
健
康
長
寿
」

と
題
す
る
研
修
会
を
境
港
商

工
会
議
所
で
行
い
、
フ
レ
イ

ル
予
防
の
講
話
と
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
境
港
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
さ
ん
、
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
指
導

で
参
加
し
た
皆
様
と
簡
単
な

体
操
な
ど
を
行
い
、
予
防
の

大
切
さ
に
気
付
け
た
１
日
で

し
た
。

　
確
定
申
告
、
消
費
税
の
申

告
納
付
期
日
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
２
月
末
か
ら
３
月

初
め
に
境
港
商
工
会
議
所
で

例
年
通
り
申
告
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
の
青
色
申
告

会
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て
、

ご
意
見
ご
希
望
な
ど
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
I

<取引仕訳例＞

消耗品を購入し、55,000円を支払った場合
（本則課税・税抜経理） 　　　　　　　　

消耗品費  51,000　 現金預金 55,000

仮払消費税 4,000　  　　　　　　　　



厳選紅ズワイガニのほか、かにせんべい、かにラーメンなど、様々
な豪華景品を毎日ご用意！　皆さまのご挑戦お待ちしています。
※ご参加の皆様には、もれなく空港内のショップや飲食店で使用で
きる商品券(500円分)をプレゼントします。　

●実施期間：２０２４年2月2日(金)～2月29日(木)
●営業時間：午前10時～午後7時
●場　　所：米子鬼太郎空港2階 出発ロビー中央
　　　　　　(境港市佐斐神町1634番地)

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

２
月
の
イ
ベ
ン
ト

  

前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
あ
じ
よ
し
は
、
鳥
取
和
牛

を
メ
イ
ン
と
し
た
ギ
フ
ト

セ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
セ
ッ
ト
に
は
、
鳥

取
い
な
ば
万
葉
牛
と
も
う
一

品
種
の
い
ず
れ
か
が
入
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど

れ
で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の

で
、
正
解
は
②
の
「
大
山
黒 正解と当選者

　
棋
士
の
香
川
愛ま

な

生お

女
流
４

段
と
久
保
翔し

ょ
う
こ子
女
流
２
級
が

３
月
３
日
、
松
江
市
美
保
関

町
の
旅
館
・
美
保
館
で
対
局

し
ま
す
。
香
川
さ
ん
は
、
女

流
王
将
を
５
回
獲
得
す
る
な

ど
の
実
力
者
で
す
。
一
方
、

久
保
さ
ん
は
新
進
気
鋭
の
棋

士
で
、
久
保
利
明
９
段
の
娘

さ
ん
。
同
対
局
は
「
桃
の
節

句
将
棋
イ
ベ
ン
ト
in
美
保

関
」
と
銘
打
っ
て
、
対
局
当

日
に
久
保
九
段
が
美
保
館
で

大
盤
解
説
を
し
ま
す
。
ま
た
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
の
プ
ロ

棋
士
に
よ
る
指
導
対
局
が
美

保
関
文
化
交
流
館
で
行
わ
れ

牛
」
で
し
た
。

当
選
者（
敬
称
略
）　
▽
高
木

弓（
中
野
町
）

賞
品
　
鳥
取
和
牛
ギ
フ
ト
セ

ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
あ
じ
よ
し

（
外
江
町
）

ペ
ン
を
置
い
て

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

開
催
期
間
　
２
月
10
日
㈯
～

13
日
㈫

　
こ
の
４
日
間
は
、
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
の
入
館
料
が
1
割

引
に
な
り
ま
す
。
タ
ワ
ー
を

入
館
し
た
人
に
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
進
呈
さ
れ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
併
せ
て
、
香
川
さ
ん

や
久
保
親
子
を
招
い
て
の
交

流
会(

懇
親
会)

も
前
日
に

開
催
。
こ
の
春
、
美
保
関
町

は
将
棋
で
熱
く
な
り
そ
う
で

す
ね
。
　

対 局 日　３月３日(日) 午前10時 対局開始
場　　所　美保館(松江市美保関町）
大盤解説　３月３日(日) 会場＝美保館
指導対局　３月２日(土)・３日(日)
　　　　　会場＝美保関文化交流館　
　詳しくは、松江観光協会美保関町支部
(☎0852‒73‒9001)まで｡

桃の節句将棋イベントin美保関

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

㈲山芳海産(元町)は「みんなで選ぶ境港の〇
〇〇〇大賞」で数々の表彰を受けています。〇
〇〇〇に入る文字は次のうちどれでしょう。
(ヒントは4ページ)

賞品  「カレイの干物(５～６枚入り､1,200円相当)」 ５名様

① 水産加工
② 伝統工芸
③ 食品加工

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー  ㈲山芳海産(元町)

2月8日㈭(当日消印有効)

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…大阪で美容師を始め、移住した境港
市でも経験を積んできました。勤めていたサロンは、お
客様が多く、スピード重視でしたが、自分の店を持つこ
とで、お客様一人一人との時間を大切に、丁寧に施術し
たいとの思いから、2023（令和５）年９月に、個人サロン
をオープンしました。
○おすすめポイントは？…当店は、忙しい日常生活の中で、
安らぎを感じていただけるように、移動不要のフルフ
ラットのシャンプー台やヘッドバスを導入しています。
ヘッドバスは、専用機器で炭酸のお湯を掛け流しにし、
一定の水圧で頭皮や髪全体を包みこんで流していきます。
リラックス効果が抜群でとても好評です。カラーやパー
マの薬剤も髪に優しいものを使用し、質の良いサービス
を提供できるよう努力しています。価格は、大人カット
2,800円（シャンプー別）、グレイカラーリタッチ（根元
の白髪染め）は4,500円など、リーズナブルです。お得
なクーポンも配信しています。
○お客様は？…女性のお客様をメインに施術させていただ
いています。小さなお子様からシニア世代まで、幅広い
層のご来店があります。可愛い雰囲気の店内ですが、ミ
セススタイルも得意ですよ。
○今後の事業展開（展望）？…「ヘッドスパ」など、リラク
ゼーションメニューを充実させていきたいです。インス
タグラムやLINE公式アカウントでお得な情報を発信し
ていきます。
○一言PR！…自宅の１室の小さな美容室です。完全個室
でゆったりとした時間を過ごしていただけるよう心掛け
ています。「ちょっと癒されたい、思いっきりスッキリし
たい」。そんな時に気軽に利用していただきたいです。
皆さんからの問い合わせ、ご来店を心からお待ちしてい
ます。

北

至 R431→至 R431→

至

 空港
↓

至

 空港
↓

●
鳥取缶詰
●
鳥取缶詰

ローソン
●
ローソン
●

渡
部
医
院
●

渡
部
医
院
●

en
JA鳥取西部
境港支所
　●　　

JA鳥取西部
境港支所
　●　　

LINEInstagram

可愛い雰囲気の店内

【事業所のあらまし】
代 表 者 	奥田沙生(おくだ・さき)
所 在 地	 境港市渡町1918-28
T E L	 080-3886-8457
営業時間	 9：00～18：00
休 業 日	 日曜日、祝日
事業内容	 美容室

en(エン)
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